
 

人
口
減
少
対
策
特
別
委
員
会

が
、

11

月
２
日
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
回
は
そ
れ
ま
で
各
委
員
が

提
出
し
た
レ
ポ
ー
ト
を
確
認
し
、

今
後
の
議
論
の
方
向
を
定
め
ま
し

た
。 

 

日
本
共
産
党
議
員
団
か
ら
は
委

員
を
出
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
各

委
員
の
レ
ポ
ー
ト
を
興
味
深
く
聞

か
せ
て
い
た
だ
き
き
ま
し
た
。 

 

各
レ
ポ
ー
ト
で
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
施
策
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
例
え
ば
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
充
実
と
保
育

園･

幼
稚
園
の
早
朝
保
育
で
子
育

て
支
援
を
行
う
、
郷
土
愛
を
は
ぐ

く
む
活
動
を
行
っ
て
社
会
減
に
歯

止
め
を
か
け
る
、
身
の
回
り
の
こ

と
を
手
伝
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
人

と
誰
か
の
た
め
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
し
た
い
と
い
う
人
の
マ
ッ
チ
ン

グ
サ
ー
ビ
ス
を
作
る
、
買
い
物
難

民
の
た
め
の｢

郵
便
買
い
物
事
業｣

(

近
く
の
郵
便
ポ
ス
ト
に
買
い
物

の
注
文
書
を
投
函
す
る
と
、
登
録

事
業
者
が
買
い
物
を
し
て
届
け
て

く
れ
る)

を
創
設
す
る
、
な
ど
で

す
。 

 

視
点
を
変
え
た
提
案
と
し
て

は
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
を
推
進

し
て
都
市
機
能
を
集
中
す
る
、
中

心
部
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
確
保
す

る
、
都
市
そ
の
も
の
を
縮
減
す

る
、
地
域
ご
と
の
特
徴
や
役
割
を

踏
ま
え
た
デ
ザ
イ
ン
を
市
民
と
と

も
に
考
え
る
、
な
ど
も
出
さ
れ
ま

し
た
。 

 
し
か
し
、
い
ず
れ
も
根
本
的
な

解
決
に
つ
な
が
る
対
策
と
は
言
え

な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

そ
の
背
景
に
は
、
地
方
の
人
口

減
少
を
も
た
ら
し
て
き
た
根
本
原

因
が
、
大
企
業
の
利
益
を
優
先
す

る
政
府
の
一
極
集
中
策
で
あ
る
こ

と
を
断
罪
で
き
ず
、
そ
れ
へ
の
メ

ス
を
入
れ
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

国
が
や
っ
て
き
た
こ
と
を
リ
ア

ル
に
分
析
し
、
思
い
切
っ
た
対
抗

策
を
打
ち
出
す
べ
き
で
す
。 

 上越市は、昨年12月から本年１月にかけ

ての大雪への対応の検証を行ってきました

が、このほどその検証結果の最終報告を発

表しました。この報告は、４日に行われた

災害対策特別委員会で審議されました。 

 この報告は、市民やドライバーへの適切

な情報発信、道路除雪体制の整備、要援護

世帯への支援、市街地の一斉雪下ろし、停

電など、市民生活に重大な影響を与えた問

題について詳細に分析し、今後の対応方針

を打ち出したものです。 

 今後の対策としては、新しい施策とし

て、｢緊急除雪作業報償制度｣が打ち出され

ました。これは、大雪で除雪業者が作業で

きなくなったときに、町内会等が除雪機な

どを使って町内の市道を除雪した場合に、

市が報償金を支給するという制度です。 

 今年の冬には、業者による除雪が間に合

わないことから、少なくない町内会が自主

的に市道除雪を行って生活道路を確保しま

したが、それへの補填や支援がなされな

かったことから、多くの批判の声が出され

ていました。今回、具体的な支援策が示さ

れたことは、大きな前進と言えます。 

 しかし、支援対象を30m以上の市道除雪

に限っていることで、困っている小路など

が対象にならない可能性があります。ま

た、事前に大雪災害対策本部の応急対策部

が対象地区･期間を決定し町内会等へ除雪

作業の実施を依頼することとしています

が、現場では生活に支障が出ないように地

元判断で素早く実施してきたのが今年の冬

の実態ですので、あまり現実的ではありま

せん。 

 同委員会所属の橋爪議員は、委員会での

質疑の中で、｢(今回の制度は町内会の要望

を受け入れたものとして)前向きな制度で

ある。新しい制度なので、重要なことは、

柔軟に対応すること、そして不備、改善事

項が見つかった場合は速やかに改善するこ

とだ｣と指摘しました。 

 そして、対象箇所について、｢おおむね

30m以上となっているが、それを下回って

も対象とすべきだ｣とただしました。ま

た、運用方法についても、｢速やかに除雪

除雪を行えるよう、応急対策部で即断、即

決できるようにすべきではないか｣と訴え

ました。 

 答弁した関係部長は、橋爪議員の主張に

沿って柔軟に対応することを約束しまし

た。さらに、｢この制度を実施するための

費用は12月議会の補正予算で対応する。そ

の前に異常降雪があれば、その時点で対応

する」と答えました。 
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 これまで県央地区や魚沼地区での県の横

暴なやり方を紹介してきましたが、県は上

越でも同様なやり方を進めています。 

 ｢上越地域医療構想調整会議｣が６月１５

日に行われました。 

 ここでは、県の福祉保健部長が、地元医

師会や病院長、行政福祉担当者らに対し、

上越医療圏域を国が指定する｢重点支援区

域｣に申請するという県の方針を説明しまし

た。この｢重点支援区域｣とは、病床削減・

機能転換などを進めるためのものです。 

 その際に県が行った説明は、｢今後75歳以

上の後期高齢者の割合が増加することなど

により、急性期患者の減少で病院間の奪い

合いが始まり、病院の共倒れに繋がる。若

い医師が県内に残らず、医師の高齢化が進

むことなどが懸念されている｣など、地域の

医療関係者の不安をあおるもので、地元関

係者は合意せざるを得ないようだったとの

ことです。 

 しかも、県はこの｢調整会議｣で合意が得

られたとして、住民からの意見聴取やパブ

コメなどは一切行わずに、国に申請すると

のことです。(続く) 

上越保健所管内感染症患者発生状況 
（11月5日現在） 

検査実施件数  17,158件 
 管内陽性件数     342件(前週と同) 
 上越市内陽性件数   305件(前週と同) 
 陽性率       1.993％ 


